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国民健康保険税（第1期）納期限　5月31日（土）まで
町　　県　　民　　税（第1期）納　期　6月16日（月）一30日（月）

町税の納税は便利な口座振替で（遠賀郡農協遠賀支所、遠賀信用金庫、福岡銀行、西日本銀行芦屋支店、
福岡相互銀行の窓口で申し込みください。）
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多目的ホール（ダンスもoK）

昨
年
か
ら
、
明
る
く
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
と
、
み
な
さ

ん
の
交
流
の
塙
と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
遠
賀
コ
ミ

ユ
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
六
月
一
日
（
日
）
か
ら
オ
⊥
ノ
ン
し
ま

す
。
場
所
は
遠
賀
川
駅
南
蟹
口
運
動
公
園
肉
に
あ
り
、
鉄
筋
二

階
建
の
モ
ダ
ン
な
建
物
で
す
。
館
内
は
一
瞬
が
三
百
人
収
容
の

多
目
的
ホ
ー
ル
、
六
十
帖
の
和
室
、
児
童
室
が
二
つ
、
音
楽
室
、

視
聴
覚
室
が
あ
り
、
ま
た
、
玄
関
左
手
に
は
、
簡
単
な
食
事
が
出

来
る
軽
食
喫
茶
室
警
二
階
は
二
つ
の
サ
ー
ク
ル
活
動

霊
と
二
つ
の
－
奏
垂
を
備
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
浴
場
も
あ
り

団
体
な
ど
の
合
宿
が
で
き
る
よ
っ
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
住

民
の
皆
さ
ん
多
数
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

利
用
時
問
は
生
別
八
時
三
〇
分
か
ら
午
後
十
時
ま
で
で
、
休

館
日
は
±
一
月
二
十
八
日
か
ら
一
月
四
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
借
用
料
金
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利

用
の
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
は
、
直
接
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
℡
（
2
9
3
）
6
5
2
5
　
か
塾
皇
竃
套
社
会
馨

課
℡
（
2
9
3
）
1
3
5
5
へ
ど
う
ぞ
。

ロ
ビ
ー
と
喫
茶
室
（
展
示
会
o
K
）

面
が
鏡
張
り
の
音
楽
室

両

野
－
・
轟
頗
鱒
義
一

舞
台
付
六
十
重
の
集
会
室

（
踊
り
、
軟
も
o
K
）
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遠賀コミュニティセンター使用料金表

隊 �書　　　　　　名 ��使　用　時　聞　及　び　使　用　料 �1時間当りの 冷暖房料金 

1 鵬 �ホ　　　　　　　　　　　　　ル ��2時間まで2，000円、1時間増すごとに1，000円を追加した頼 �1．000円 

2時間まで300円、1時間増すごとに150円を追加した額 �200円 

2時間まで300円、1時間増すごとに150円を追加した頼 �200円 

2時間まで300円、1時間増すごとに150円を追加した頼 �200円 

胆十二 ��2時間まで500円、1時間増すごとに250円を追加した額 �200円 
2時間まで300円、1時間増すごとに150円を追加した頼 �200円 

視　　聴　　覚　　室 ��2時間まで400円、1時間増すことに200円を追加した額 �200円 

音　　　　楽　　　　室 ��2時間まで600円、1時間増すごとに300円を追加した額 �200円 

展　　示　　ロ　　ビ　ー ��8：30から17；00まで2．000円 8：30から22：00まで3，000円 �　一一一一一 一一一一一 

2 時 �サークル 活動室 �1 �2時間まで400円、1時間増すことに200円を追加した額 �200円 
2 �2時間まで400円、1時間増すごとに200円を追加した頼 �200円 

集会室 �1 �2時間まで400円、1時間増すことに200円を追加した頼 �200円 
2 �2時間まで400円、1時間増すごとに200円を追加した頚 �200円 

○　冷房期間　7月一9月　　○　暖房期間12月－3月

備　考

1・入場料等を徴収して使用するもの及び町外者を含む使用については10割加算。

2・飲食を伴う使用については3割加算（室料のみ加算）。
3・営業、宗教、政党関係の使用については5割加算。
4・1時間に満たない場合も1時間とする。

5・使用時間は、準備及びあと片づけの時間も含むものとする。
6・宿泊する場合の料金は使用料に宿泊者1人につき800円（夜具使用料）を加算した額とする。
7．入浴料は1人100円とする。

遠賀コミュニティセンター附属施設、備品使用料金表

附　属　綻i股、　備　品 �使　　　　　　　　用　　　　　　　　料 �� 

舞　　　台　　　照　　　明 �2時間まで400円、1時間増すごとに200円を追加した額 �� 

放　　　送　　　器　　　具 �2時間まで300円、1時間増すことに150円を追加しγこ額 �� 

ピ　　　　　　　ア　　　　　　　ノ � �」∴　」881 �サ 1 －ク ）レ 清 一∴ミミ豊 ㌣‾＼＼ h 三、 

16　　ミ　リ　　映　写　機 � 

ワ　イ　ヤ　レ　ス　ア　ン　プ � �一一l詳し書起藁 瀧「：＼揃 ／弊司隠 
プ　　　レ　　　　ー　　　　ヤ � 

ス　　　　ラ　　　　イ　　　　ド � 

O　　　　　　H　　　　　　P � 

V　　　　　　T　　　　　　R �1回につき300円 

楽　　　　　器　　　　　類 �1個につき200円 

厨　　房　　調　　理　　台 � 

備　考

1・教育委員会に登録した団体、同好会及びクラブ等が使用する料金については別途定めろ。
mP脚Im田町mIRIOImmIilIIIIMIIiiIiimmmi叩ini恥ilinminimii日間m期間間Imm欄間I剛i日間mmmiiilmi洲i”iui順iiiiiiniiii”i間iiliM田Iiiiii剛i州…i剛i州Iiii剛imMM同順i州In州IiiliIIMiIii州用IiIIi”剛iii…iiii剛剛B
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わたしたち…とべました

車謝辞黒
夢　　　　　じけ、回国回国回国

夢二「℡

蝶
泰とイスカウトのみこしです

毒呉器謙詳言

ぱくたち…とべませんでした

醒罷
恕諒凄轟雲間

国璽国電圏
＼命一、

一　m

魚つかみ　とれたかな。

遠
賀
町
春
祭
り
「
第
四
回
子
と
も
祭
り
」

が
、
五
月
五
日
の
子
ど
も
の
日
に
遠
賀
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
各
地
区

か
ら
約
二
千
人
の
元
気
な
子
と
も
た
ち
や
、

お
と
う
さ
ん
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
が
集
ま
っ

て
、
す
が
す
が
し
い
初
夏
の
一
日
を
、
朝
か

ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
致
し
と
楽
し
ん
で
い
ま
し

た。
午
前
中
は
開
会
式
の
後
、
青
空
に
向
っ
て

み
ん
な
で
色
と
り
ど
り
の
凪
せ
ん
を
飛
ば
し

ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
町
内
九
地
区
の
子
と

も
会
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
そ
れ
に
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
の
子
と
も
た
ち
が
、
身
近
に
あ
る

い
ろ
ん
な
材
料
で
思
い
思
い
に
作
っ
た
お
み

こ
し
を
か
つ
い
で
登
場
。
「
ワ
ッ
シ
ョ
ィ
、

て
泣
き
出
し
た
り
、
や
じ
馬
薬
膳
暖
の
周
囲

の
人
た
ち
の
方
が
力
が
入
っ
た
り
し
て
、
足

が
ひ
っ
か
か
る
た
び
に
「
あ
ー
あ
」
と
い
う

ど
よ
め
き
と
、
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し

た
。
来
年
は
が
ん
ば
ろ
う
〃

さ
て
そ
の
次
は
校
区
対
抗
三
方
細
引
き
。

各
小
学
校
区
ご
と
に
別
れ
て
、
ま
す
子
ど
も

の
部
か
ら
ピ
ス
ト
ル
の
合
図
で
綱
引
き
開

始
。
各
段
区
足
を
ふ
ん
ば
っ
て
引
っ
は
り
ま

し
た
が
互
に
ゆ
す
ら
ず
、
勝
っ
た
り
負
け
た

り
で
終
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
部
の
あ
と
は

各
校
区
の
父
兄
に
よ
る
綱
引
き
で
す
。

子
と
も
た
ち
と
ち
が
っ
て
カ
の
入
り
方
が

ち
か
い
ま
す
。

午
後
か
ら
は
子
と
も
祭
り
に
協
賛
し
て
い

た
だ
い
た
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、
ガ
ー
ル
ス

カ
ウ
ト
、
青
い
菱
の
会
、
婦
人
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
、
体
育
協
会
、
商
工
会
、
遠
賀

ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
の
か
け
声
も
勇
ま
し
く
、
会

場
を
ね
り
歩
き
、
盛
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

お
み
こ
し
の
次
は
m
m
の
縄
を
5
0
人
で
跳

ぶ
大
郷
跳
び
記
録
大
会
で
す
。

昨
年
松
ノ
本
手
と
も
会
が
作
っ
た
如
回
の

詔
録
に
各
地
区
子
と
も
会
が
挑
戦
し
ま
し
た

が
、
今
回
は
芙
蓉
区
の
2
7
回
が
最
高
で
、
記

録
の
更
新
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

み
ん
な
が
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
跳
ん
だ

大
縄
跳
び
の
詩
東
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

若
松
、
鬼
津
連
合

チ
ー
ム
　
　
1
7
回

⊥8回
3
回

⊥7回
ュ
図

9
回

ュ
回

1
4
回

ェ2回
0
回

郡
蔑
協
、
町
民
会
議
、
緑
黄
会
、
N
T
T
な

ど
の
団
体
が
趣
向
を
こ
ら
し
た
コ
ー
ナ
ー
を

開
設
。
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
黒
山
の
人
だ
か
り

が
で
き
る
な
ど
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま

した。
1
－
有
．
：
“
ふ
千
田
押
韻
∴
動
で

み
な
さ
ん
お
つ
か
れ
さ
ま
で
し
た
。
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6月いっぱい字図の

交付ができません
役場住民課にある字図は、

分筆や合さ裳などの修正のた
枝）、6月1日から30日まで
の間、庁舎タトへ持ち出しま
すので、その間学園の交付
ができません。お急きの方
は北九州手芸務局水巻出張所
（詞　）をこ利用下さい

餅へ
の

心
筋⑰℡）5（

六
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間
は
、

全
国
一
斉
の
水
道
週
間
で
す
。

日
本
で
の
近
代
式
水
道
は
、
明
治
一
千
年

横
浜
市
で
初
め
て
通
水
し
、
そ
れ
か
ら
間
も

な
く
百
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
に
水
道
は
め
ざ
ま
し
く
普
及
し
、

昭
和
三
十
四
年
に
全
国
で
わ
ず
か
四
八
・
七

弟
の
普
及
率
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は

九
三
・
一
形
と
ほ
と
ん
ど
の
家
庭
に
行
き
わ

た
っ
て
い
ま
す
。

遠
賀
町
の
水
道
で
も
あ
る
中
間
水
道
も
当

初
計
画
給
水
戸
数
三
重
戸
、
給
水
人
口
一
万

五
千
人
で
し
た
が
、
現
在
で
は
声
数
二
万
八

百
八
十
七
戸
、
人
口
六
万
六
千
九
百
五
十
人

に
給
水
し
て
お
り
、
輩
及
率
も
九
九
形
と
な

っ
て
い
ま
す
。

水
道
は
み
な
さ
ん
の
健
環
で
文
化
的
な
日

常
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要
な
施
設
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
生
活
露
の
改
善
や
防
火
、

産
業
の
発
展
な
ど
の
効
用
を
兼
ね
備
え
て
お

り
、
人
間
が
生
き
て
ゆ
く
上
で
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
施
設
で
す
。

水
道
週
間
は
、
こ
う
し
た
水
道
に
つ
い
て

み
な
さ
ん
の
よ
り
よ
い
理
解
と
関
心
を
高
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
水
道
週
間
申
、
中
間
水
道
で
は
い
ろ

ん
な
行
翠
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん

方
多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

浄

水

場

の

開

放

塵
戸
、
西
部
両
浄
水
劫
を
閲
放
し
ま
す
。

両
浄
水
場
と
も
原
水
を
回
転
円
板
法
に
よ

る
生
物
酸
化
処
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

生
物
酸
化
処
理
と
は
、
川
の
流
れ
の
由
で

自
然
に
く
り
返
さ
れ
て
い
る
酸
素
の
供
給
と

生
物
に
よ
る
有
機
物
の
分
解
と
い
う
浄
化
の

作
用
を
、
回
転
円
板
装
置
の
中
に
集
約
し
た

も
の
で
、
こ
れ
は
日
本
の
水
道
の
歴
史
の
中

で
初
め
て
実
施
さ
れ
た
処
理
方
法
で
、
今
後

の
蛮
管
理
の
上
で
大
き
な
効
果
が
期
待
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

併
せ
て
水
質
試
験
の
実
施
も
公
開
し
て
い

ま
す
の
で
、
生
き
た
社
会
静
香
の
鴇
と
し
て

見
学
さ
れ
る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

団
体
で
見
学
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ

め
中
間
水
道
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

座

談

会

の

催

開

水
問
題
で
座
談
会
を
希
望
す
る
団
体
や
、

グ
ル
ー
プ
が
あ
れ
ば
あ
ら
か
じ
め
申
開
水
道

に
こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

パ
ッ
キ
ン
の
無
料
駁
替

水
漏
れ
の
不
良
パ
ッ
キ
ン
は
、
週
間
中
無

料
で
取
り
替
え
ま
す
。
中
間
水
道
ま
で
こ
連

絡
く
だ
さ
い
。

花
の
種
とパ

ッ
キ
ン
の
配
布

花
の
趣
三
種
と
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無
料

で
さ
し
あ
げ
ま
す
。
申
開
水
道
へ
お
寄
り
く

だ
さ
い
。ポ

ス
タ
ー
の
展
示

小
学
校
四
、
五
、
六
年
生
が
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
書
い
た
、
水
を
題
に
し
た
ポ
ス
タ

ー
を
英
公
民
館
ホ
ー
ル
で
展
示
し
ま
す
。

申
し
込
参
、
連
絡
先

中
間
謹
選
賀
出
張
所

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4
（
役
場
内
）

交
通
事
故
相
談

常
　
設

▽
場
所
福
岡
県
庁
内
交
通
部
故
相
談
所

舘
0
9
2
（
6
2
2
）
0
4
0
3

▽
時
間
月
曜
日
～
金
岡
日

9
時
～
⊥
7
時
（
受
付
1
6
時
ま
で
）

土
曜
日

9
時
～
1
2
時
（
受
付
1
1
時
ま
で
）

（
祝
、
祭
日
は
除
き
ま
す
。
）

木
曜
日
は
弁
認
壬
が
相
談
を
受
け

ます。

巡
　
回

▽
場
所
　
串
間
市
市
民
相
談
室

秘
（
2
4
4
）
1
1
1
ュ

内
線
3
1
3

▽
時
間
　
0
0
時
～
⊥
6
時
（
受
付
1
5
時
ま
で
）

～
　
折
尾
暫
察
署
管
内
の
犯
罪
は
、
年
々
悪

南
国
巧
妙
化
し
、
増
加
の
傾
向
を
不
し
て
い

…
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
治
安
を

”
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
捜
査
に
対
す

▽
相
談
日
　
6
月
2
日
、
1
月
1
日

8
月
4
日
、
9
月
ュ
日

1
0
月
6
日
、
n
月
4
日

ュ
2
月
1
日
、
1
月
7
日

2
月
2
日
、
3
月
2
日

調
理
師
試
験

資
格
な
ど
詳
細
は
遠
貨
保
健
所
額
（
2
0

1
）
4
⊥
6
工
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

願いいたします。　　　　－

○
暴
力
犯
罪
に
対
し
て
は
勇
気
を
も
っ
て
調

対

決

を

　

　

　

　

　

　

　

一

〇
瑠
件
が
起
き
た
ら
す
ぐ
m
番
を
　
－

る
地
域
の
み
な
さ
ん

の
暖
か
い
こ
理
解
と

こ
協
力
が
必
要
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
生
活

摘
圃
剛
翻

○
雑
書
に
あ
っ
た
ら

届
け
出
を

○
犯
罪
に
つ
い
て
知

っ
て
い
た
ら
積
姪

的
に
お
知
ら
せ
を

そ
の
も
の
を
脅
か
す
犯
罪
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
や
そ
の
周
辺
の
安
全
に
つ
い

て
の
関
心
を
強
め
て
い
た
だ
き
、
博
に
次

の
点
に
つ
い
て
枝
番
活
動
に
こ
協
力
を
お

○
聞
込
み
に
こ
協
力
を

以
上
ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

折
尾
警
察
署
刑
事
課
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誉
霊
孟
春
蚤
蚤
寧
蛋
誓
宝
達
茶
料
蚤
年
輩

鵬
国
　
民
　
年
　
金
舗

装
誓
書
霊
室
善
意
毛
鴫
や
華
碧
雪
雲
霊
宝
弟

〟
国
民
年
金
加
入
対
象
者
の

範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
．

て
も
加
入
で
き
ま
す
。

・
自
営
業
者
で
六
十
餞
以
上
六
十
五
歳
末
渦

の
人
（
二
十
五
年
の
加
入
年
数
が
否
近
し

て
い
る
人
）

・
二
十
歳
以
上
の
学
生

・
被
用
者
霊
制
度
か
ら
老
齢
（
退
職
）
年

金
を
う
け
て
い
る
人
も
任
意
加
入
で
き
ま

す。

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
薪
年
金
制
度
で

は
、
国
民
年
金
の
適
用
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、

今
ま
で
は
佳
麗
加
入
の
対
象
と
な
っ
て
い
た

次
の
よ
う
な
方
も
必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

・
国
会
議
員
、
地
方
議
会
議
員
及
び
そ
の
配

偶
者

・
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
障
害
年
金
の
受
給

権
者
及
び
そ
の
配
偶
者

・
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
遺
族
年
金
の
受
給

権
者

・
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
老
齢
年
金
等
の
受

給
資
格
期
間
満
了
者

こ
れ
ら
の
方
で
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
方
は
、
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

，
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
そ
の
奥
さ
ん
の
国
民
年
金
の

保
険
料
は
被
用
者
年
金
制
度
が
ま
と
め
て
負
担
〟

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
者
（
第
2
　
ら
国
民
年
金
へ
ま
と
め
て
拠
出
さ
れ
ま
す
の

号
被
保
険
者
）
と
そ
の
被
扶
養
の
奥
さ
ん
（
　
で
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
個
別
に
負
担
す

第
3
号
稜
保
険
者
）
に
つ
い
て
は
基
礎
年
金
　
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

に
必
要
な
費
用
が
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
か

〝
児
童
手
当
〃
　
の
申
議
は

も
う
お
済
み
で
す
か
け

」
八
十
四
歳
ま
で
の
方
は
任
意
加
入
で
き
ま
す
〟

二
人
目
か
ら
も
支
拾

＜受給資格＞

四
月
か
ら
の
新
国
民
車
金
で
は
、
無
年
金

者
を
解
消
し
て
い
く
た
め
、
国
民
年
金
の
任

慈
加
入
へ
の
遠
が
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

自
営
業
者
等
で
六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未

満
の
人
も
国
民
年
金
に
任
演
加
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
六
十
歳
に
な
っ
て
も
、

老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
（
二
十
五
年
）

を
満
た
し
て
い
な
い
方
で
、
あ
と
わ
ず
か
の

加
入
期
間
が
あ
れ
は
こ
れ
を
満
た
す
こ
と
が

で
き
る
方
に
つ
い
て
は
、
老
齢
基
礎
年
金
に

結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
二

十
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
間
に
保
険
料
の
未

納
期
間
が
あ
る
方
は
、
老
齢
基
礎
年
金
が
減

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

な
方
も
任
葱
加
入
す
れ
ば
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
・
五
十
九
年
六
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た
児

し
六
十
歳
ま
で
で
、
す
で
に
満
額
の
年
金
を
　
重
を
含
む
十
八
強
未
満
の
児
童
を
二
人
以

う
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
が
任
意
加
入
を
し
　
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

て
も
、
さ
ら
に
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
ば
で
　
　
（
く
わ
し
く
は
4
月
2
5
日
号
を
）

き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
　
現
在
受
給
中
で
、
二
才
未
満
の
児
垂
を

任
憲
加
入
で
き
る
人
　
　
　
　
　
　
糞
育
し
て
い
る
方
も
新
た
に
届
出
を
し
て

。
日
本
国
民
で
あ
れ
ば
外
国
に
居
住
し
て
い
　
下
さ
い
。

闇

鼎

福
岡
県
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
人
と
現
に
　
▽
利
　
息
　
年
3
雪

間
居
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
団
居
し
よ
う
と
　
▽
償
還
期
間
　
m
年
以
内

し
て
い
る
人
が
老
人
の
た
め
の
専
用
居
室
を
　
▽
申
込
期
限
　
1
月
L
9
日
（
土
）

増
築
ま
た
は
改
築
す
る
場
合
に
、
必
要
な
整
　
詳
細
は
、
役
盟
福
祉
課
福
祉
係

備
資
金
の
貸
付
け
を
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
衝
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ
ど
う
ぞ
。

▽
貸
付
限
度
額
　
百
万
円

．
現
況
雇
，
も
う
す
ぐ
で
す
。

六
月
は
、
児
垂
手
当
受
給
者
の
現
況
届
の

提
出
月
で
す
。
提
出
さ
れ
な
い
と
受
給
で
き

な
く
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
提
出
し
て
下
さ

池
田
垂
利
　
運

春
の
雨
寺
苑
し
っ
か
に
人
な
か
れ三

村
　
妙
子

沈
丁
花
玄
関
に
入
る
伯
の
影

末
永
キ
ミ
枝

そ
の
先
は
口
を
つ
ぐ
み
て
薯
蕊
の
花

見
村
　
静
子

菱
留
守
の
夜
具
放
噂
に
大
朝
寝

玉
野
信
彦

ひ
そ
や
か
に
肩
打
た
れ
け
り
蕃
落
葉

柴
田
と
も
子

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
裏
梅
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
案
　
ス
ヱ
孟
稲

（
鬼
　
津
）
秦
　
　
厚
様

故
中
山
タ
ツ
エ
様

（
木
　
守
）
中
山
　
包
久
様

故
田
中
チ
ヨ
ノ
様

（
忠
生
津
）
田
中
ヤ
ス
ヨ
様

一
般
　
寄
　
付

次
の
方
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金
一
封
　
舞
夢
の
会
横

国
薗
開
聞
閉
園

雑
　
詠
　
　
　
河
申
聾
　
連

座
隅
の
塑
伸
に
供
え
し
鏡
餅
詞
の
奥
に
吠
か

に
宜
し
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
　
咲
江

う
ら
ら
か
な
日
和
漉
き
に
早
や
は
や
と
出
で

し
ト
カ
ゲ
は
末
だ
功
し
　
　
言
開
　
録
朗

春
さ
な
か
梅
も
あ
ん
ず
も
散
り
終
え
て
ラ
ッ

パ
水
仙
庭
に
英
盛
る
　
　
　
福
田
カ
メ
ノ

急
死
せ
る
母
に
聞
き
た
き
こ
と
多
く
今
一
た

び
の
命
与
え
よ
　
　
　
　
高
崎
　
佳
子

廃
品
に
出
さ
ん
と
亡
夫
の
服
を
出
し
塵
を
払

え
ば
又
住
ま
い
た
り
　
　
　
松
井
千
枝
子
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員

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

▽
会
費
入
会
金
千
円

会
費
月
二
千
円

▽
申
込
先
別
府
高
杢
寵
之

穏
（
2
9
3
）
2
8
3
7

三
昧
線

▽
例
会
日
　
毎
週
末
筒
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
一
階
集
会
室
①

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
、
第
三
月
曜
日

何
日
日
日
∪
禦
諾
緯
室
①

コ
ミ
三
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
も
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
新
し
い
会
場
で
、
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

▽
例
会
日
　
毎
月
第
一
、
第
二
、
第
三
金
岡

日

▽
時
　
間
　
1
3
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
コ
ミ
ニ
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ク
ル
活
動
量
⑧

▽
会
噴
　
月
二
千
円

▽
申
込
先
松
ノ
本
原
タ
ミ
子

禽
（
2
9
3
）
5
3
4
5

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

▽
例
会
日
　
毎
月
垂
一
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
サ
ー
ク
ル
活
動
室
①

レ
ザ
ー
ク
ラ
フ
ト

▽
例
会
日
　
毎
週
末
筒
口

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
1
3
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
サ
ー
ク
ル
活
動
室
①

▽
時
　
間
　
1
3
時
～
ュ
6
時

▽
場
　
所
公
民
館
別
館
嬢
の
聞

▽
会
　
費
　
月
千
円

▽
申
込
先
木
守
白
石
一
夫

舘
（
2
9
3
）
1
2
8
6

∩
同
国
回
田
聞
∪

若
い
人
か
え
高
齢
の
方
ま
で
、
手
軽
に
で

き
て
、
健
康
づ
く
り
、
体
力
づ
く
り
に
役
立

つ
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
で
す
。

今
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
で
は
昭
和
六
十

一
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
～
2
1
時
5
0
分
ま
で

▽
会
場
遠
賀
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
会
費
　
年
六
千
円
（
含
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

保
険
料
）

▽
申
込
先
練
習
日
に
甫
嶺
会
場
に
来
る
か

英
公
民
館
　
㊨
（
2
9
3
）

1
3
5
5
、
田
口
ま
で
申
し
込

ん
で
下
さ
い
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
も
が
楽
し

く
踊
れ
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
で
す

▽
例
会
臼
　
毎
月
第
二
、
第
四
月
曜
日

▽
時
　
間
　
ュ
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
ゴ
ミ
三
一
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

児
蜜
室
①

▽
会
費
　
年
間
二
千
五
百
円

▽
申
込
先
　
上
別
府
　
梅
田
典
子

㊧
（
2
9
3
）
3
6
1
1

に
霊
琵
鵠
馴
謹
書
∩
風
間
回
国
∪

遠
賀
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会

一
流
の
先
生
が
初
歩
か
ら
教
え
ま
す
。

▽
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
0
0
分
－
2
1
時
0
0
分

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
、

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス

▽
練
習
日
　
毎
週
月
間
日

▽
時
　
間
　
1
7
時
～
2
0
時

▽
場
　
所
音
楽
室

少
年
少
女
合
唱
団

▽
練
習
日
　
毎
週
土
間
日

▽
時
　
間
　
1
4
時
～
1
6
時

▽
場
　
所
音
楽
室

女
性
コ
ー
ラ
ス

▽
練
習
日
　
毎
週
土
間
日

▽
時
　
間
　
1
6
時
～
1
8
時

▽
場
所
音
楽
室

家
庭
に
あ
る
物
、
蕾
仰
な
材
料
を
使
っ
て

か
わ
い
い
お
人
形
が
で
き
ま
す
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
二
、
第
四
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時
5
0
分
～
ュ
4
時
0
0
分

▽
場
　
所
公
民
館
別
館
ホ
ー
ル

▽
申
込
先
旗
渡
　
木
戸
喜
美
手

筋
（
2
9
3
）
1
4
0
1

圏
賀
四
賀
は
発
案
調
音
寓

歌
に
関
心
の
あ
る
方
、
こ
れ
か
ら
歌
を
作

っ
て
み
よ
う
と
思
う
方
、
年
令
に
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
例
会
日
　
毎
月
第
四
日
曜
日

六
月
十
五
日
は
「
父
の
日
」
で
す
。
家
族

の
た
め
に
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
働
い
て
く

れ
る
お
と
う
さ
ん
あ
り
が
と
う
。
さ
て
、
そ

ん
な
お
と
う
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
何
に

す
る
か
毎
年
迷
う
方
に
、
手
づ
く
り
の
ネ
ク

タ
イ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
作
り
方
が
わ
か

ら
な
い
？
。
そ
ん
な
人
の
た
め
に
、
手
づ
く

り
ネ
ク
タ
イ
教
室
を
開
き
ま
す
。
二
時
間
種

の
蕾
で
、
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
の
菖
ぶ
顔
が
み
た
い
あ
な
た

の
参
加
を
待
っ
て
い
ま
す
。

▽
関
擁
日
　
6
月
5
日
（
木
）

▽
時
　
間
　
1
4
時
～
ュ
6
時

▽
会
場
　
中
央
公
民
館
猿
轡
薮
室

▽
会
　
費
　
千
八
百
円
種
皮
（
材
料
費
）

▽
持
参
品
　
裁
縫
清
巽
、
物
さ
し
、
エ
ン
ピ
ッ

▽
定
　
員
　
5
0
名

▽
申
込
、
問
合
せ
　
甫
接
全
域
に
お
い
で
に

な
る
か
、
松
永
操
子
（
松
ノ

本
）
館
（
2
9
3
）
3
6
1
4

ま
で

▽
希
望
と
あ
れ
ば
、
バ
ッ
グ
の
作
り
方
も
教

え
ま
す
。



虫生津769番地の35
0人，じ

松元　健二くん

（雷美学さんの二男）
昭和60年9月23日生

二歳上のお兄ちゃんも「元気

な赤ちゃん」に出ました。

母乳で育ってろぼくは、ちょ

っと太めですが、これからもた

くさん食べて、どんどん大きく

広漠1809番地の3

光安　舞ちゃん

（需る禁さんの長女）
昭和61年1月21日生

はじめまして。私、舞ちゃん

です。舞は、お風呂とお散歩が
大好きで、毎日おじいちゃんと

おばあちゃんに会いに行くのか

とっても楽しみです。

砂糖はこれだけ含まれる。 

コーラ1缶（250ml）　　　　　　　　　砂糖259 

サイダー1缶（250ml）　　　　　　　　　　　249 

天然果汁100㌶ジュス（コップ1杯・200れ¢）　　209 

天然果汁50％ジュース（コップ1杯・200ml）　259 
ピーチジュース1缶（250能）　　　　　　　359 

果肉入オレンジジュース1缶（250ml）　　　509 
コーヒー牛乳コップ1杯（柳Oml）　　　　　柳9 

乳酸飲料コップ1杯　　　　　　　　　　　249 
アイスクリームカップ1佃　　　　　　　　2屯 
アイスクリームバー　1本　　　　　　　189 

ケーキ1佃　　　　　　　　　　　　　　　　189 
カステラ1切れ　　　　　　　　　　　　　　209 

チョコレート1枚　　　　　　　　　　　　　219 

キャラメル1舗　　　　　　　　　　　　　209 

ビスケット3枚　　　　　　　　　　　　　　59 

プリンl佃　　　　　　　　　　　　　　　　89 

シュークリーム1佃　　　　　　　　　　　139 

′ 

）8（餅へ
他

心
的⑱合

な
爽
寄
る
る

歯

医

者

さ

ん

か

ら

の

ア

ド

バ

イ

ス

前
回
で
は
虫
歯
予
防
の
た
め
の
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト
の
う
ち
「
噛
み
が
き
し
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
し
た
。
今
回
は
残
っ
た
二
つ
、
「

砂
糖
の
制
限
」
と
「
フ
ッ
素
の
応
用
」
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

砂
糖
0
は
無
理

砂
階
の
と
り
す
ぎ
は
む
し
歯
だ
け
で
な
く

食
欲
不
振
、
体
力
低
下
、
貧
血
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
病
気
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
砂
糖
の
塾

を
制
限
す
る
た
め
に
は
、
両
親
だ
け
で
は
な

く
家
族
、
特
に
お
じ
い
ち
⇔
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
、
ま
た
近
所
の
人
の
協
力
と
理
解
が
必

要
で
す
。
甘
い
お
や
つ
は
一
日
一
回
だ
け
時

間
を
決
め
て
与
え
て
く
だ
さ
い
。

私
達
の
一
日
の
砂
培
摂
取
量
は
三
十
グ
ラ

ム
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
十
グ
ラ

②

ム
は
料
理
で
と
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
お
や
つ

で
と
っ
て
い
い
の
は
二
十
グ
ラ
ム
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に
皆
さ
ん
の
身
の
回
り
の
食
品

に
含
ま
れ
る
砂
穂
の
壁
を
あ
げ
て
お
き
ま
す

の
で
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ッ
素
の
応
用

フ
ッ
素
は
歯
の
質
を
強
く
す
る
と
い
う
特

別
の
し
く
み
が
あ
り
、
確
実
に
効
果
が
得
ら

れ
る
と
い
う
憩
味
で
最
良
の
む
し
歯
予
防
法

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
と
く
に
幼
稚
園
や
小

学
校
な
ど
で
集
団
で
実
施
さ
れ
る
「
フ
ッ
素

洗
口
法
」
は
予
防
効
果
に
大
き
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。

以
上
お
話
し
し
て
き
ま
し
た
三
つ
の
ポ
イ

ン
ト
を
う
ま
く
か
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
こ

と
が
最
適
な
む
し
歯
予
防
法
と
い
え
る
で
し

ょう。

虫
歯
か
ら
子
ど
も
を
救
う
た
め
に
は
、
み

ん
な
が
協
力
し
合
っ
こ
と
が
大
切
で
す
。

な
お
、
六
月
八
日
に
「
母
と
子
の
虫
歯
予

防
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
の
こ
来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。

遠
賀
歯
科
医
師
会
公
衆
衛
生
委
員
会

▽
日
時
　
6
月
8
日
（
日
）
、
Ⅱ
時
～
1
4
時

▽
会
場
　
遠
賀
歯
科
医
師
会
館
（
水
巻
町
吉

田
）
㊧
（
2
0
2
）
1
4
6
0

▽
内
容
①
正
し
い
歯
の
み
が
き
か
た

個
別
に
実
践
指
導
し
ま
す
。

⑤
フ
ッ
素
浅
口

⑤
う
蝕
活
動
性
テ
ス
ト

む
し
歯
の
な
り
や
す
さ
テ
ス
ト

④
相
談
コ
ー
ナ
ーo

小
児
歯
科

。
矯
正
歯
科

o
シ
ソ
ー
ノ
ー
ロ
ー

⑤
ス
ラ
イ
ド
で
の
虫
歯

予
防
の
講
演

▽
先
着
百
名
の
方
に
は
歯

ブ
ラ
シ
を
さ
し
あ
げ
ま

す。



（9）僅⑪西の紺　　　　　　　　　　　　　　第387号

6月のゴミ収集雷定義

国事玉 �木片類、竹頼、木の葉、魚などの 
′くック、残飯類、漸騰、練磨、布 
きれなど 

月曜日 　と �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 
広渡、道営、松ノ木、上別府、虫 

木　曜　日 �生津、若葉台、芙蓉、東町、西町 
老良 

火曜日 と 金曜日 �別府、今古賀、遠賀IIi、新町、旧 広渡の一部、上別府の一部 

6月のし尿収集予定衰
収集日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

2（月） �西町、浅木の一部 �上別府（花園） 

3（火） �東町 �広渡 

4（水） �虫生津（新屋敷を含む）、東町 �別府、木守 

5（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

6（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

7（土） �虫生津、木守 � 

12（木） � � 

14（土） �自信　鬼津　若松 � 

16（月） �　ヽ：銀 i自信 � 

17（火） �遠賀川 �鬼津 

18（水） �遠賀川、新町 � 

19（木） �新町 �島津、老良、上別府 

20（金） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

1（土） � � 

3（月） � � 

4（火） � � 

5（水） � �鬼津、若松、松ノ木、道官 

6（木） �尾崎 � 

7（金） �上別府、木守、鬼津、若松、浅木 �老良 

（土） �浅木 

30（月） �I若葉台・通宮、堂塔寺 � 

健
廟
堂
衛
唖
の
ペ
∴
り
ジ

一
恵
六
カ
月
児
検
診

▽
期
　
日
　
6
月
6
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
m
分
～
ュ
4
時

検
診
　
1
3
時
約
分
～

▽
場
　
所
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
一
重
（
カ
月
～
一
歳
八
カ
月
児

（
昭
和
5
9
年
的
月
～
1
2
月
生
）

▽
内
　
容
身
体
測
定
、
保
健
指
導

診
察
（
内
科
、
歯
科
）

▽
持
参
品
∴
母
子
手
帳
、
検
診
菓

▽
料
金
　
無
料

等
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ

ト
の
配
布

▽
料
金
　
無
料

用
瀬
剛
騙
騙
懸

▽
頬
白
　
6
月
2
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
2
0
分
か
ら
1
5
時
0
0
分

▽
場
所
役
彊
室

▽
対
象
者

▽
持
参
晶

▽
内
　
容

▽
料
金

妊
産
婦

印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
琶

産
前
産
後
の
過
し
方
、
妊
婦
体

操
、
母
子
手
帳
交
付

無
料

◎
粕
　
日
　
6
月
4
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
～
同
時
5
0
分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
生
後
1
カ
月
～
ュ
2
カ
月
児

▽
持
参
晶
　
母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
重
、
身
長
等
測
定
、
馨

等
指
導

▽
料
金
　
無
料

◎
絢
　
日
　
6
月
n
日
（
埜

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
m
時
5
0
分

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
厘
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
　
容
　
体
霞
、
身
長
等
測
定
、
離
乳
食



棚の遭賞的註四語夢寓上周

日 �曜 �行　事　内　容i時　間i難会坤担当係名i対象や終了時間など �����詳　細 

1 �日 �聖高三チン　上‥00オープン ��ティセンター �社会締係車さん利用してく帥 ��1－2 ページ 

2 �月 �妊　　婦　　相　　談 �13：20－　南保鰻i保輔生係厚志欝籠妊離 ����9ページ 

3 �火 �家庭教育学級①巨0－1映公民車会教育係十職人、12…終了予定 ����� 

乳　児　相　談i9‥30－10：車雛健室 ���保臨空係匡後7カ月－12舶 ��9ページ 

三種混合（3回目）巨0－i中央公輔車雛係 ����接種末完了幼児 �4月25日号 

5 （ 12 �木 （ 木 �環∴∴境　週　間i町　内　全　域匡衛生係国諸兄姉でみよう ����� 

5 �木 �定例体育揃委員会中一 ��中央公民館中背係I醗驚睾定 ��� 

読書誠座⑪巨00～12車央公民館匡会教育採i読書頚座受離 ����� 

1歳6カ月児検診車00一　世公民館匡離係惜経緯糖 �����9ページ 

10 �火 �老人クラブ会長会19：30－i老人憩の家巨祉係i地区老人クラブ会長 ����� 

13：00－16・・車民館鵬同輩引料金騨す ���� 

11 �水 �乳　児　相　中：30－10：30 ��役場保健室i保健衛生係 �� �9ページ 

13 �金 �野草教室④113：3…5：30 ��中央公民館匡会教育係 �� � 

14 �土 �子ども会役員学習会⑤i14：00－15中央公民館i社会教育係i地区子ども会役員 ����� 

土9両灘トーナメント
砂危は　渋木

岩陰
勝信
止号
月　〃

間

危傾斜地崩壊危険地域の基準

諜悪評競器、「‾「
（めがナが崩れた場合、被害が発

生する恐れのある人家が5戸
以上ある箇所を対象としてい

（認諾鸞諾う

艶
郷
浅
木
ジ
三
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

四
月
一
千
九
日
、
水
巻
町
の
頃
宋
小
学
校

と
吉
田
小
学
校
を
会
場
に
、
福
岡
県
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
の
北
部
地
区
（
遠
賀

郡
、
京
節
、
中
間
市
か
ら
1
7
チ
ー
ム
が
参
加

）
新
人
戦
が
あ
り
、
浅
木
小
学
校
ジ
ニ
ラ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は
全
試
合
と
も
2
対

0
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
優
勝
し
ま
し
た
。

長

雨

や

強

い

が
け
崩
れ

雨
は
．
恵
み
の
雨
．
と
い
う
言
葉
も
あ
る

よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
多
く
の

恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
半
面
で
、
恐
ろ
し
い

土
砂
災
害
を
起
こ
す
引
き
金
に
も
な
り
ま

す
。
蒋
実
雨
が
降
れ
ば
、
ど
こ
か
で
必
ず
土

砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
国

土
の
約
四
分
の
三
が
山
地
で
占
め
ら
れ
る
日

本
に
は
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
、
か
け
崩
れ

の
危
険
地
域
が
十
四
万
カ
所
も
あ
る
の
で
す

六
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
長
い

雨
と
強
い
雨
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
信
号
。

お
近
く
に
山
や
か
け
の
あ
る
方
は
、
点
検
と

注
意
を
お
忘
れ
な
く
。


